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Gaussian process model incorporating energy conservation law

エネルギー保存則を組み込んだガウス過程モデル

物理現象を再現する機械学習技術

どんな研究
物理現象を観測したデータから、機械学習を用いて、その背後にある物理法則に従う振る舞いを再現すること
は可能でしょうか。この展示では、ハミルトン力学の理論をガウス過程モデルに組み込み、物理現象を正確に
再現し、高精度にシミュレーションできる機械学習技術を考案しました。

どこが凄い
物理現象を表す方程式を人手で設計することなく物理シミュレーションを行うことができます。観測データが
少なく、かつ、ノイズを含む場合でも、エネルギーの保存・散逸則に従う物理現象を高精度にシミュレーショ
ンできることを示しました。

めざす未来
本研究により、複雑な物理現象に対する高精度なシミュレータを観測データから自動構築できるようになりま
す。気象現象の高精度な予測や航空機設計の効率化および品質向上など、科学や産業の発展への貢献が期待で
きます。
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